
秋の科学技術講演会

『中核都市の将来に向けた
交通体系を考える』

学 歴
平成元年３月 東京工業大学大学院理工学研究科土木工学専攻修士 課程終了
職 歴

平成元年４月 建設省に入省，その後 多くの重職を歴任
平成23年８月 国土交通省都市局街路交通施設課街路事業調整官
平成24年２月 復興庁統括官付を併任
平成25年４月 宇都宮市副市長

主 催：

日 時：平成27年10月31日（土）14時～16時 （受付：13時30分～）

会 場：宇都宮大学工学部アカディミーホール
費 用： 一般無料（技術士会会員は別途基準による）

ご参加希望の方は下記事項記入の上、お申込みください。
（定員：220名様先着順。締切りは10月25日です。）

申 込 先 E-Mail：osamu_miyashita@town.naraha.lg.jp 又は FAX：028-666-5148(栃木県支部）
問合せ先 企画研修委員長 宮下まで（携帯電話：090-5546-9809）
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連絡先 代表者氏名： TEL： E‐mail：

講師紹介 宇都宮市副市長 荒川 辰雄氏

地方中核都市の将来の交通は如何にあるべき?!
電車、バス、車、バイク、自転車、徒歩等の交通手段に加え、宇都宮市で計画
が進められているLRTを含めた将来の交通体系を科学的視点から考える。


